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2. 学校経営研究に期待するもの
学校経営研究に期待するもの(1)
新潟県立新津南高校和泉修治
21tt・紀の社会i乙生きる人間を教育する乙とを委ねられている今日の学校が， どのような生徒を育
てようとするのか また育てなければならないのかは，各学校に課せられた最重要課題の一つであ
る。
しかし現実の学校現場での対応をみるに，この課題解決のために必ずしも合理的な学校経営が行
われていないのが現状である。
これは学校がその教育効果を反省し，経営過程をトータノレなものとして，統合的に反省し，改善
し合理的iζ再編成する機能を十分に果していなし 1からである。このことは学校の運営に際して
経営の問題が，従来とかく本質的なものとしてでなく，補助的な領域として軽視されがちであった
ことによるものである。そこで学校経営の問題が現実の学校の中で，補助的なものとしてでなく，
本質的なものとして重んじられるには，どのような方策が考えられるのか，乙の問題を学校現場に
おけるこつの具体的な点にしぼって論じてみたい。
1. 経営者としての校長のリーダーシップ
校長が如何lζ優れた人物であろうとも，一人ひとりの教職員が「やる気jを起こして努力する
のでなければ，その学校の教育活動に活気がみられなくなるのであろう。一人ひとりの教職員は
その持てる能力を組織の一員として十分に発揮し，全ての分野で効果的な指導を行うことが期待
されている。従って校長が管理者としてよりも経営者として学校を運営するためにどのような点に
留意する必要があるのかを考察してみたい。
(1) 年度初めに学校教育呂標及び重点邑襟を全教職員に明確に示し，各自に努力の方向を自覚さ
せる。年度末lとは各部 各分掌を通じての反省を踏まえて学校評価を行い，次年度への意欲的
な努力を引き出す。
(2) 教頭と主任J留の経営的資質と指導力とを養い，一人ひとりの教職員が運営組織の中で分担さ
れた仕事を効率的に遂行するよう見守り，指導助言が出来る能力を身につけさせる。つまり校
長自らが経営的に優れた手続の教頭を育てあげ さらに協力的な主任を選んで、実力者として育
てあげる。
(3) 校内研修や教科会，学年会などの会議体を通じて一人ひとりの教職員に専門性と指導力の向
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上を図るように促す。
(4) 事務長を中心として事務 用務の職員が教員との連携をとりながら学校予算や施設の効果的
活用を図ることが出来るように指導する。
効果的な学校運営は校長が経営者としてし 1かに経営組織を活用し 教職員の意欲を引き出す
かにかかっており それを支えるのは経営手腕の優れた教頭と経常的に力量のある主任屈であ
る。言い換えれば¥経営的に優れた教頭と経営的に力iJj，のある主任胞を育てあげることが経営
者としての校長のリーダーシップなのである。
2. 学校内部組織における問題点と改善
学校内部組織としての校務分掌，職員会議，さらに各務委員会は，学校教育自標達成のための組
織であり，それらが合理的lζ機能する乙とが学校運営の不可欠な条件である。
しかし現実にはその組織や機能が十分でない場合が見うけられる。例えば校務分掌の決定lζ|探し
て，学校によっては校務分掌委員会がその決定上の権限を大巾に委譲されている場合があり，校長
の意思や意向が十分に反映されないことがある。乙れは，分掌委員の選出を全教職員の投票によっ
て行う場合が多く，校長の意思に異を唱える援数の教i識にのみ異常に多くの票が集中するように工7J
妙に仕組まれており，その結果選ばれた委員が多くなるためである。従ってそのような委員によっ
て組織化された委員会は学校経営的視点からはずれたものとなったり，校長の意iζ反するものとな
る。
また職員会議の場合も同様で，校長の意思決定のための補助機関としてでなく，最高議決機関と
しての位置づけを意図して，民主的運営を埋由i乙，議長国の設置を主張する場合が見うけられる。
また重要議題の決議に際しでも予め特定多数により打合された方向へ決定するように，多数決によ
る決定を主張するなど¥数を頼んだ横暴な決議を行い，校長の意思が反映されない学校運営が行わ
れている例がみられる。分掌委員や議長国の選出，職員会議の議決に関しては，投票による決定や
多数決など，民主的のように見られるその方法に問題があり，改善の必嬰がある。
校長の意思が反映されない学校内部組織は，学校課題の解決からは程遠いものである。この}~を
反省して改善を図りながらこれからの経営組織の方向が決定される必要があり，ここに学校経営研
究の課題の一つがあると思われる。
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